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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 82,450 △0.1 1,048 △74.8 1,485 △69.6 1,341 △57.7
26年3月期第2四半期 82,496 2.6 4,166 1.6 4,892 28.0 3,168 4.4

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 1,880百万円 （△56.1％） 26年3月期第2四半期 4,284百万円 （85.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 5.84 5.84
26年3月期第2四半期 13.79 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 195,374 68,950 34.4 294.75
26年3月期 197,628 68,734 34.0 292.11
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 67,291百万円 26年3月期 67,106百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― ― ― 4.00 4.00
27年3月期 ― ―

27年3月期（予想） ―
3.00 

～4.00
3.00

～4.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 159,000 △6.0 2,500 △66.1 2,400 △71.0 1,500 △76.7 6.57



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の5に該当するものであります。 
詳細は、添付資料4ページ「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項（2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの手続の対象外ではありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が有ります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料2ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 有
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 229,849,936 株 26年3月期 229,849,936 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 1,552,470 株 26年3月期 117,254 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 229,467,934 株 26年3月期2Q 229,744,741 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反

動の影響が引き続き見られ、消費の低迷、企業の先行き経済に対する慎重な姿勢等、全体として

は不透明な状況が続きました。 

また当社グループを取り巻く市場環境につきましても、国内農業においては、コメの余剰感か

ら米価が下落傾向となっており、今後農家の購買意欲に影響が出てくることが懸念される等、予

断を許さない状態であります。 

このような状況の中、当社グループは、国内においては顧客対応の充実を図り、販売量の確保

に努め、また、海外においては北米欧州向けに戦略商品を投入し拡販などに努めた結果、当社グ

ループの連結経営成績は以下のとおりとなりました。 

当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比4千5百万円減少し824億5千万円(0.1％減

少)となりました。国内売上高は、農機の売上は前年並みでしたが、施設工事において大型物件

の完工があったこともあり、前年同期比20億5千9百万円増加し714億7千万円(3.0％増加)となり

ました。海外売上高は、欧州市場において需要の回復が見られましたが、中国市場において井関

農機（常州）有限公司が連結対象から外れたこともあり減収となったことから、前年同期比21億

5百万円減少し109億8千万円(16.1％減少)となりました。 

営業利益は、国内農機市場での粗利益の減少、人件費等の販管費の増加に加え、井関農機（常

州）有限公司が連結対象から外れたこともあり、前年同期比31億1千8百万円減少し10億4千8百万

円(74.8％減少)となりました。経常利益は、為替差益の減少もあり前年同期比34億7百万円減少

し14億8千5百万円(69.6％減少)となりました。四半期純利益は、欧州販売代理店の株式取得（子

会社化）に伴い負ののれんが発生したこともあり、前年同期比18億2千7百万円減少し13億4千1百

万円(57.7％減少)となりました。 

  

商品別売上状況につきましては、次のとおりであります。 

〔国内〕 

整地用機械(トラクタ、耕うん機など)は190億1千9百万円(前年同期比0.9％減少)、栽培用機械

(田植機、野菜移植機)は66億1千万円(前年同期比14.3％減少)、収穫調製用機械(コンバインな

ど)は88億5千1百万円(前年同期比15.7％増加)、作業機・補修用部品は182億1百万円(前年同期比

2.1％減少)、その他農業関連(施設工事など)は187億8千8百万円(前年同期比15.7％増加)となり

ました。 

〔海外〕 

整地用機械(トラクタなど)は90億2千4百万円(前年同期比22.6％増加)、栽培用機械(田植機な

ど)は6億5千2百万円(前年同期比85.9％減少)、収穫調製用機械(コンバインなど)は2億5千6百万

円(前年同期比22.6％増加)、作業機・補修用部品は6億8千万円(前年同期比20.1％増加)、その他

農業関連は3億6千6百万円(前年同期比19.3％増加)となりました。 

  

なお、平成26年７月29日に当社の連結子会社である㈱ヰセキ北海道は、「北海道に所在する農

業協同組合、地方公共団体等が発注する穀物の乾燥・調製・貯蔵等施設及び同施設に設置される

設備機器の建設工事」に関し、独占禁止法違反の疑いがあるとして公正取引委員会による立ち入

り検査を受けました。 

当社および㈱ヰセキ北海道は、今回の公正取引委員会による検査に全面的に協力してまいりま

す。 
  
（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ22億5千3百万円減少し

1,953億7千4百万円となりました。資産の部では、流動資産が前連結会計年度末に比べ107億1千1

百万円減少し、固定資産が84億5千7百万円増加しました。主に、受取手形及び売掛金の減少119

億4千万円、建物及び構築物の増加20億7千5百万円、投資その他の資産その他の増加45億1千8百

 

井関農機㈱（6310）平成27年3月期 第2四半期決算短信

－ 2 －



万円によるものであります。負債の部は、前連結会計年度末に比べ24億6千9百万円減少し1,264

億2千4百万円となりました。主に、支払手形及び買掛金の減少42億5千7百万円、短期借入金及び

長期借入金の増加17億6千2百万円によるものであります。純資産の部は、前連結会計年度末に比

べ2億1千5百万円増加し689億5千万円となりました。主に、四半期純利益の計上13億4千1百万

円、剰余金の配当9億1千8百万円によるものであります。 
  
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第２四半期連結累計期間は、売上高は前年同期と比べ横ばいでしたが、国内農機市場での粗

利益の減少、人件費等の販管費の増加等により、営業利益、経常利益ともに前年同期と比べ減少

しました。 

今後については、国内では米価の下落傾向という要因はありますが、「夢ある農業応援団！Ｉ

ＳＥＫＩ！」の統一スローガンのもと、来年創立９０周年を迎えるにあたり「感謝、そして応

援。」を合言葉に、謝恩記念セールの展開・拡販に加え、「高品質な営業サービスの提供」や、

お客様の農業経営に合った提案を行う「お客様へのサポート力」を強化して、売上の拡大に努め

てまいります。海外においても、回復基調にある欧州市場向け、更に北米、中国市場向けにも戦

略商品の投入及び拡販に引き続き注力し、販売を拡大してまいります。 

今後の見通しにつきましては、消費税引き上げに対する駆け込み需要の反動、米価の下落傾向

が、引続き国内農機の販売を下押しすることも懸念され、当社グループを取り巻く経営環境は予

断を許さない状況が続くものと思われます。 

これらの状況を踏まえ、平成27年３月期の連結業績予想につきましては、平成26年５月14日に

公表しました予想を修正しております。当該予想数値の修正に関する事項は、本日(平成26年11

月７日)公表の「平成27年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績との差異の発生ならびに

平成27年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

なお、本業績予想における想定為替レートは、対米ドル106円(101円から変更)、対ユーロ135

円(137円から変更)を前提としております。 

井関農機㈱（6310）平成27年3月期 第2四半期決算短信

－ 3 －



２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   該当事項はありません。 

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(退職給付に関する会計基準等の適用) 

 「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成24年５月17日 企業会計基準第26

号。以下「退職給付会計基準」という。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会

計基準委員会 平成24年５月17日 企業会計基準適用指針第25号。 以下「退職給付適用指針」と

いう。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めに

ついて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退

職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の

決定方法についても従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の

支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変

更いたしました。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従

って、当第２四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更

に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が554百万円増加し、利益

剰余金が360百万円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ15百万円減少しております。 

  
(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更) 

 従来、当社及び国内連結子会社は、有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法につい

て定率法（ただし、工具及び平成10年４月１日以降の新規取得建物(建物附属設備を除く)につい

ては定額法）を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しておりま

す。 

 当社グループを取り巻く経営環境は、国内においては、縮小傾向にあった農機需要がここ数年

更新需要を中心に下げ止まる中、今後は農業政策の転換等農業情勢の大きな変化が予測されま

す。他方、海外においては、アジアにおける農機市場の拡大が見込まれ、グローバルで見た農機

市場は今後も堅調に推移すると予想されます。 

 こうした中、国内外の激しい変化に対応しコスト構造改革を達成するとともに、グローバル展

開の拡大に向け、新たな海外拠点の新設や国内の生産効率化のため省エネ・多機能・汎用性に優

れた新鋭設備など、大型設備投資を行うこととしました。これらの設備が第１四半期連結会計期

間から本格的に稼働することを契機として、有形固定資産の減価償却方法について改めて検討い

たしました。 

 農機需要の変化への対応と低コスト生産体制を構築することで、国内市場においては安定した

顧客基盤を確立し、また、拡大が見込まれるアジア市場の需要を取り込むためのマザー工場とし

てグローバルな生産体制を整えました。その結果、生産設備等の長期安定的な稼働が見込まれる

ことから、使用年数にわたって均等に費用配分を行う「定額法」が当社グループの事業をより適

切に反映できるものと判断いたしました。 

 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の減価償却費は

368百万円減少し、営業利益は364百万円、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は368百万円

それぞれ増加しております。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 8,228 7,906 

    受取手形及び売掛金 41,598 29,658 

    商品及び製品 36,889 40,003 

    仕掛品 4,882 3,660 

    原材料及び貯蔵品 1,548 1,429 

    その他 4,739 4,549 

    貸倒引当金 △107 △139 

    流動資産合計 97,779 87,068 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 16,602 18,677 

      土地 51,015 51,035 

      その他（純額） 19,534 20,614 

      有形固定資産合計 87,152 90,326 

    無形固定資産 1,006 1,072 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 7,269 7,973 

      その他 4,885 9,404 

      貸倒引当金 △464 △470 

      投資その他の資産合計 11,690 16,906 

    固定資産合計 99,848 108,306 

  資産合計 197,628 195,374 
 

井関農機㈱（6310）平成27年3月期 第2四半期決算短信

－ 5 －



  

  

  

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 47,536 43,279 

    短期借入金 20,132 23,652 

    1年内返済予定の長期借入金 6,387 5,976 

    未払法人税等 1,788 1,650 

    賞与引当金 350 791 

    工事損失引当金 33 ─ 

    その他 13,688 12,538 

    流動負債合計 89,916 87,888 

  固定負債     

    長期借入金 17,870 16,523 

    再評価に係る繰延税金負債 6,644 6,644 

    役員退職慰労引当金 126 123 

    退職給付に係る負債 6,660 7,021 

    資産除去債務 264 259 

    その他 7,411 7,962 

    固定負債合計 38,977 38,535 

  負債合計 128,893 126,424 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 23,344 23,344 

    資本剰余金 13,454 13,454 

    利益剰余金 17,266 17,318 

    自己株式 △30 △430 

    株主資本合計 54,034 53,687 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 1,338 1,856 

    土地再評価差額金 11,831 11,831 

    為替換算調整勘定 1,170 657 

    退職給付に係る調整累計額 △1,269 △741 

    その他の包括利益累計額合計 13,072 13,604 

  新株予約権 ─ 22 

  少数株主持分 1,628 1,636 

  純資産合計 68,734 68,950 

負債純資産合計 197,628 195,374 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 82,496 82,450 

売上原価 56,691 58,883 

売上総利益 25,805 23,567 

販売費及び一般管理費 21,638 22,518 

営業利益 4,166 1,048 

営業外収益     

  受取利息 88 108 

  受取配当金 85 95 

  為替差益 716 130 

  その他 520 628 

  営業外収益合計 1,411 962 

営業外費用     

  支払利息 381 326 

  その他 303 198 

  営業外費用合計 685 525 

経常利益 4,892 1,485 

特別利益     

  固定資産売却益 19 13 

  負ののれん発生益 ─ 794 

  持分変動利益 ─ 589 

  受取補償金 30 11 

  投資有価証券売却益 27 25 

  特別利益合計 76 1,435 

特別損失     

  固定資産除売却損 89 166 

  その他 0 8 

  特別損失合計 90 175 

税金等調整前四半期純利益 4,879 2,745 

法人税、住民税及び事業税 1,521 1,802 

法人税等調整額 176 △414 

法人税等合計 1,697 1,387 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,181 1,357 

少数株主利益 12 16 

四半期純利益 3,168 1,341 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,181 1,357 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 548 512 

  為替換算調整勘定 529 △466 

  退職給付に係る調整額 ─ 527 

  持分法適用会社に対する持分相当額 24 △51 

  その他の包括利益合計 1,103 522 

四半期包括利益 4,284 1,880 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 4,263 1,872 

  少数株主に係る四半期包括利益 20 7 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 4,879 2,745 

  減価償却費 2,803 2,793 

  負ののれん発生益 ─ △794 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） △139 ─ 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） ─ △293 

  受取利息及び受取配当金 △174 △203 

  支払利息 381 326 

  為替差損益（△は益） △97 △15 

  有形及び無形固定資産売却損益（△は益） 70 152 

  持分変動損益（△は益） ─ △589 

  売上債権の増減額（△は増加） △10,897 13,660 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △1,347 △5,202 

  仕入債務の増減額（△は減少） 2,629 △5,801 

  その他 712 △1,533 

  小計 △1,178 5,244 

  利息及び配当金の受取額 177 196 

  利息の支払額 △377 △356 

  法人税等の支払額 △1,131 △1,929 

  法人税等の還付額 152 ─ 

  営業活動によるキャッシュ・フロー △2,356 3,155 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有価証券の売却による収入 19 ─ 

  有形及び無形固定資産の取得による支出 △4,501 △5,472 

  有形及び無形固定資産の売却による収入 233 21 

  投資有価証券の取得による支出 △2 △1 

  投資有価証券の売却による収入 48 109 

  定期預金の増減額（△は増加） △237 △353 

  連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入 ─ 522 

  関係会社出資金の払込による支出 ─ △543 

  その他 62 △499 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △4,376 △6,217 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） 6,105 6,206 

  長期借入れによる収入 2,030 2,380 

  長期借入金の返済による支出 △3,207 △4,140 

  社債の償還による支出 △100 ─ 

  セール・アンド・リースバックによる収入 669 739 

  リース債務の返済による支出 △944 △1,038 

  自己株式の取得による支出 △2 △400 

  配当金の支払額 △680 △909 

  その他 △9 △9 

  財務活動によるキャッシュ・フロー 3,860 2,828 

現金及び現金同等物に係る換算差額 352 27 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,520 △205 

現金及び現金同等物の期首残高 9,040 8,169 

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 ─ △469 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,519 7,494 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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